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第 2 章 SF6 ガスの破壊遅れの測定
本章では平板対平板電極にパルス幅 100 ns 及び、 6μs の短形波ノぐルスを印加した場合の圧力P をノぐラ
メータとする統計遅れ Ts と E/P (E :電界)との関係について述べている。そこでは初電子供給機
構のちがいによって Ts対 E/P の関係に P による相違があらわれること，及び紫外線照射効果にも相
違があらわれることを示している。










第 5 章 不平等電界における v-t 特性





























( i )針対平板電極での SF6 のパルス破壊の統計遅れは針電極負の方が正の場合より小さし極性効果
のあることを見出しこれを負針での豊富な初電子供給に帰している。








(iv) 立ち上り速度の異なるインパルス電圧を用いて SF6 の破壊電圧 (V) と破壊に至るまでの時間
( t )の関係，いわゆる V-t 特性を求め，それが空間電荷効果のためV字型特性になることを示
している。負針では 5 マイクロ秒付近から正針では 50 マイクロ秒付近から破壊電界が時間的に増
大し正針と負針の空間電荷形成時聞に差があることを見出しこれに検討を加えている。
(v) イメージコンパータカメラを用いて SF6 中の針対平板電極の放電ストリーマの進展速度と破壊過
程の光学的測定を行い正ストリーマの進展速度が負ストリーマより早く，両者が合体したとき最終
破壊が起る乙と，圧力と共にストリーマ進展速度が早くなり特に正針の場合の放電様式が高圧で変
化すること等を観測している。 また上述の実験から求めたストリーマ伝播時間と放電の形成遅れとを
対-比している。
(vi) 針対平板電極聞に絶縁紙を挿入することによって空気などの気体絶縁体の破壊電圧が上昇する隔
壁効果について種々の条件で実験を行い，この効果が針先からコロナ帯電によって紙が平板電極と
して作用し針先端の電界集中効果を低減するためであることを明らかにしている。またインパルス
電圧の場合，針電極正極性の方が負の場合よりも隔壁効果が大きいことを見出し，これをコロナ電
荷量の差に帰している口
以上のように本論文は電気機器の気体絶縁設計に関する多くの新知見と指針を含み電気工学に寄与す
る所が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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